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3.43.43.43.4 プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制プロジェクトの実施体制

3.4.13.4.13.4.13.4.1 組織組織組織組織

本プロジェクトの責任官庁は居住・地域開発省である。要請機関であった公共事業省、人

間居住総局は、1999 年 11 月の中央省庁再編により、新設された居住・地域開発省と公共

事業国務大臣府に分割再編された。公共事業国務大臣府は社会基盤整備の Master Planning

や Feasibility Study を、居住・地域開発省は社会基盤整備事業の実施を担当することと

なっている。本地方水道整備計画は居住・地域開発省の地方開発総局が担当する。図 3 - 5

は居住・地域開発省の組織を示す。

居住・地域開発省の組織は、空間計画・地域開発総局、地域インフラ開発総局、都市開発

総局、地方開発総局および居住開発総局の 5総局に大別されている。

また、本プロジェクトの実施機関である地方開発総局は計画・評価局、地方水資源局、西

部地域整備局、中部地域整備局および東部地域整備局の 5局で構成されている。

図 3 - 6 は、担当局が提示した本プロジェクト実施機関のチャートである。国レベルでは

地方開発総局が所轄であり、水道施設の完工・引き渡し後、各 IKK 対象地域を管轄する水

道公社が運営、維持管理を行う。

現在は、地方開発総局の州事務所である人間居住基盤改善プロジェクト事務所（P3P）が

都市部の水道、住宅および貧困対策の各プロジェクトを担当し、また、州知事の管轄下に

ある公共事業局人間居住部が、地方の水道・環境衛生のプロジェクトを管轄している。

3.4.23.4.23.4.23.4.2 予算予算予算予算

前述のように、水道整備事業等の予算（外国援助資金も含めて）は国から P3P 事務所と州

政府に配分されている。

下表に、スラウェシ島 3 州の P3P 事務所の予算を示す。南スラウェシ州はマカサル市（ウ

ジュンパンダン市）の都市水道整備事業を実施中であり、過去 2 年間の予算は大幅に増加

している。
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スラウェシ 3州 P3P 事務所の予算の推移

（単位：千ルピア）

年度 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998
南ｽﾗｳｪｼ州 - - 9,467,463 4,222,281 2,733,130 24,253,448 44,615,081
南東ｽﾗｳｪｼ州 7,320,999 6,219,686 12,273,446 4,380,190 9,388,933 - -
中央ｽﾗｳｪｼ州 6,059,117 5,618,845 5,065,500 4,449,878 8,787,505 - -

出典：各州 P3P 事務所資料

北ｽﾗｳｪｼ州の関連資料は未入手

3.4.33.4.33.4.33.4.3 要員要員要員要員・技術レベル・技術レベル・技術レベル・技術レベル

居住・地域開発省には旧公共事業省の水道担当者が配置されており、水道事業計画および

実施に関しての技術レベルは高く、問題は無いものと思われる。

本プロジェクトにより建設される諸施設は、水道公社により運営、維持管理が行われるこ

とになる。施設の中には、ポンプ設備類と浄水施設、設備が含まれている。このうち、ポ

ンプ設備類については、すでに通常の設備となっており、その運転管理に支障は無いもの

と思われる。一方、浄水場は、5ヶ所の対象 IKKに採用されている（Limbung、Pompanua、
Sausu、ToiliおよびWori）。このうち IKK Pompanua（水道公社 Boneの管轄）を除き、
他の 4 ヶ所は、すでに浄水場を所有しており、浄水場の運転には支障は無いものと思われ
るが、浄水場の建設中および試運転中に水道公社職員を参画させ、運転を自ら行う機会を

得ることが望ましい。なお、浄水場を有していない水道公社 Bone については、あらかじ
め担当者を選定し、浄水場を有する水道公社に依頼し、運転の実情を経験させる処置がと

られる事が望ましい。
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図 3 - 6   地方水道整備実施機関
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第第第第 4444 章章章章    事業計画事業計画事業計画事業計画    

    

4.14.14.14.1    施工計画施工計画施工計画施工計画    

 

4.1.14.1.14.1.14.1.1    施工方針施工方針施工方針施工方針    

    

本プロジェクトの責任実施機関は居住・地域開発省、地方開発総局である。 

 

地方開発総局は工事期間中、プロジェクトマネージャを 4 州に派遣、もしくは 4 州の P3P

事務所において任命する。 

 

本プロジェクトの実施は対象19 IKKの工期や工事規模を考慮し3期分けとする計画である。 

 

交換公文の締結後、発注者である居住開発省は日本側コンサルタントと契約する。日本側

コンサルタントは、1) 実施設計、2) 地方開発総局が実施する入札業務の補助および 3) 建

設工事の現場監理を担当する。 

 

実施設計では、以下の業務を現地のコンサルタントもしくは業者に委託するものとする。 

 

1) IKK Polong Bangkeng Utara、IKK Marang および IKK Tanrutedong の高架式配水池予

定地では基礎設計のための調査として標準貫入試験及び土質調査を実施する。 

2) IKK Polong Bangkeng Utara, IKK Tantutedong, IKK Belopa, and IKK Punggaluku

において井戸建設のための電気探査、ボーリング調査および揚水試験を行い、候補

地の絞りこみと、土質柱状図と水理定数を得る。 

3) 取水施設、浄水施設、及び配水池について地形測量を行ない、送配水管についても

縦断測量を行なう。 

 

実施設計及び入札図書作成の後、指名競争入札により施工業者が決定される。建設・調達

の契約方式は一式金額契約となる。 

 

4.1.24.1.24.1.24.1.2    施工上の留意事項施工上の留意事項施工上の留意事項施工上の留意事項    

 

施工業者は工事の実施においてサブコントラクターとして現地の建設会社を使用する。 

 

現地の建設会社は業種別、規模別および資金別で区分されており、国、州、県レベルの各

官庁が審査し、登録している。従って、サブコントラクターは施工分野や規模・資金上の
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要求事項が満たされる会社を選定しなければならない。 

 

4.1.34.1.34.1.34.1.3    施工区分施工区分施工区分施工区分    

 

インドネシア側が担当する施工負担分は無い。 

 

4.1.44.1.44.1.44.1.4    施工監理計画施工監理計画施工監理計画施工監理計画    

 

後述するように、本プロジェクトは 3 期分けとする。コンサルタントの施工監理体制は、

総括 1 名、常駐監理者 1 ないし 2 名及び設備機器の運転管理スペシャリスト 1 名で構成さ

れる。常駐監理者は、各州都に駐在し、実施工程により各プロジェクトサイトをで監理業

務を実施する。設備機器運転管理スペシャリストは各プロジェクトサイトの要求に応じた

スポット監理として任命される。以下、施工監理計画について担当する業務内容について

記述する。 

 

1) 総括 

 

総括は、各期別工事の終了時、工事竣工検査のため現地確認とインドネシア政府への説明

を行う。 

 

2) 常駐監理 

    

常駐監理者は工事全般について、とりわけ、施工内容の質や進捗について把握し、業者へ

の必要な助言・指導により、監理する。また毎月、インドネシア側プロジェクトマネージ

ャを通じて、責任実施機関へ工事全般について報告する。以下、常駐監理者の主な業務内

容について記述する。 

 

－－－－    施工開始前に発注者、コンサルタント及び施工業者による会議を開催し、各自の

責任担当、工事内容、工事期間等を確認する 

－－－－ 入札書類や図面、各種基準・仕様、測量や土質調査資料、施工業者提出書類等を

維持保管する 

－－－－ 工事計画や工程、また承認図について検討し、必要な提言と指導により、承認判

断をする 

－－－－ 使用される資材や機器類を検査し承認判断をする 

－－－－ 施工業者の工事を検査し承認判断をする 

－－－－ 工事の進捗状況を管理し、必要な助言をする 
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－－－－ 工事の安全状況を検査し、必要な指導を行う 

－－－－ 発注者、コンサルタント及び施工業者との定期的な、また特別に必要となる会議

を開催する 

－－－－ 工事竣工検査を実施し承認判断をする 

－－－－ 竣工図を検査し承認判断をする 

－－－－ 施設の完成後の受け渡しにおいて、プロジェクトマネージャを補佐する 

    

3) 運転管理スペシャリスト 

    

運転管理スペシャリストは設備機器類の設置状況に応じて定期的に任命される。以下、運

転管理スペシャリストの主な業務内容について記述する。 

 

－－－－ 機械・電気設備に関して技術的指導・助言を行う 

－－－－ 機械・電気設備工事を検査し承認判断をする 

－－－－ 施工業者が実施する水道公社運転員の訓練を、必要な指導・助言により、手配す

る 

 

4.1.54.1.54.1.54.1.5    資機材調達計画資機材調達計画資機材調達計画資機材調達計画    

 

資機材の調達先は原則として、日本から、あるいはインドネシア現地から、を原則とする

が、第三国調達についても調査した。資機材の調達の決定に関しては、特に以下の点を考

慮する。 

－－－－ 要求事項を満たす品質かどうか 

－－－－ 品質や供給量に関してインドネシアの市場での可能性 

－－－－ スペアパーツ供給を考慮した修理・保守の容易性 

－－－－ 価格 

 

上記の要因の調査から、資機材調達先は以下の計画とする。 

 
資機材の種類 調達先 
建設資材 インドネシア 
工事用機械 インドネシア 
配管材料（送・配水管） インドネシア 
バルブ類（仕切弁及び空気弁）、カップ
リング（送・配水管用） 

第三国 

公共栓、戸別給水栓材料（水道メータ、
管、管継手材及びバルブ） 

インドネシア 

ポンプ機器 日本調達 
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薬品注入設備を含む浄水場設備 日本調達 
塩素消毒設備 日本調達 
流量計、フロートバルブ、フートバル
ブ及び他の特殊バルブ 

日本調達 

電気設備（操作盤、自家発電機） 日本調達 

 

主要な建設資材、セメント、型枠用合板や鉄筋は、インドネシア製品の品質に問題は無く、

生産量も豊富なこと、さらに輸入品より安価であることから、インドネシア調達とする。 

 

工事用機械のリースはインドネシア国で一般的に行なわれており、日本からの輸送費が高

いことも考慮するとインドネシア調達となる。 

 

管材料に関しては、送・配水管用として、塩化ビニル管と亜鉛メッキ鋼管を使用するが、

これら 2 種類の管材料は、インドネシアで普及しており、また品質に問題が無いことから

インドネシア調達とする。 

 

インドネシアではバルブ類（仕切弁や空気弁）とカップリングはこれまで輸入品を使用し

てきた。近年、仕切弁の製作が始まったが、品質に課題がある。バルブおよびカップリン

グをアジア近郊国から調達する理由は、品質に問題が無く、日本より安価で調達できるこ

とによる。 

 

給水栓材料は、品質に問題が無く、またスペアパーツの入手が容易であることからインド

ネシア調達とする。 

 

機械・電気設備（浄水設備、ポンプ、操作盤や自家発電機など）については、信頼性を最

優先にして選択する。同時に、設備仕様についても一般的で、容易に維持管理できるもの

であることも加味する。これらの設備はインドネシアで生産されていないため、日本調達

とする。 

 

4.1.64.1.64.1.64.1.6    実施工程実施工程実施工程実施工程    

 

本プロジェクトは対象 IKK の地理的状況および工期の理由により 3期分けとする。表 4 - 1
「業務実施工程表」に示すように、第Ⅰ期は、工事準備や工期を考慮し、南スラウェシ州



1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14
現地作業

国内作業

現地確認
（実施設計： 計4.0月）

第Ⅰ期全体 工事準備
（試運転・竣工検査）

Limbung 施工
(South Sulawesi)

調達

Polong Bangkeng Utara 施工
(South Sulawesi)

調達

Marang 施工
(South Sulawesi)

調達

Pekkae 施工
(South Sulawesi)

調達

Pompanua 施工
(South Sulawesi)

調達 （施工・調達： 計8.0月）

現地作業

国内作業

現地確認
（実施設計： 計4.5月）

第Ⅱ期全体 （工事準備）
（試運転・竣工検査）

Tanrutedong 施工
(South Sulawesi) （施工・調達： 計12.0月）

調達

Belopa 施工
(South Sulawesi)

調達

Punggaluku 施工
(Southeast Sulawesi)

調達

Lasusua 施工
(Southeast Sulawesi)

調達

Wori 施工
(North Sulawesi)

調達

Kombi 施工
(North Sulawesi)

調達

Talawaan 施工
(North Sulawesi)

調達

現地作業

国内作業

現地確認 （実施設計： 計4.5月）

第Ⅲ期全体 工事準備
（試運転・竣工検査・後片付け）

Binangga 施工
(Central Sulawesi)

調達 （施工・調達： 計14.0月）

Tompe 施工
(Central Sulawesi)

調達

Sausu 施工
(Central Sulawesi)

調達

Tagolu 施工
(Central Sulawesi)

調達

Toili 施工
(Central Sulawesi)

調達

Dumoga 施工
(North Sulawesi)

調達

Pinolosian 施工
(North Sulawesi)

調達

表 4-1  業務実施工程表
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のみ５ヶ所の IKKとする。対象 IKKは Limbung、Polong Bangkeng Utara、Marang、
Pekkaeおよび Pompanuaである。実施設計は 4.0ヶ月および調達・施工で 8.0ヶ月の予定
とする。 

 

第Ⅱ期は、南スラウェシ州 2ヶ所（Tanrutedongおよび Belopa）、南東スラウェシ州 2ヶ
所（Punggaluku および Lasusua）、および北スラウェシ州 3 ヶ所（Wori、Kombi および
Talawaan）、の計 7ヶ所とする。 実施設計は 4.5ヶ月および調達・施工で 12.0ヶ月の予定
とする。 

 

第 III期は、中央スラウェシ州 5ヶ所（Binangga、Tompe、Sausu、Tagoluおよび Toili）、
および北スラウェシ州 2ヶ所（Dumogaおよび Pinolosian）、の計 7ヶ所とする。 実施設
計は 4.5ヶ月および調達・施工で 14.0ヶ月の予定とする。 
 

4.1.74.1.74.1.74.1.7    相手国側負担事項相手国側負担事項相手国側負担事項相手国側負担事項    

 

無償資金協力の範囲とインドネシア側負担分にかかる主要な区分は次のとおりである。 

 

日本側分担は、 

1) 取水、導水、浄水、配水の各施設の建設、 

2) 公共水栓の設置、 

3) 各施設内のアクセス道路の敷設、及び 

4) 各戸給水栓用資機材の調達 

である。 

 

一方、インドネシア側負担分は、 

1) 各戸給水栓用資機材の調達 

2) 各戸給水栓の布設費用、 

3) 施設用地取得費、 

4) 施設運転電力引き込み費用、 

5) 各施設までのアクセス道路、および 

6) 輸入品の関税および水利権取得を含む、建設に関わるその他全般の事務処理費用 

である。 

 

1) 各戸給水栓について 

 
a. インドネシア側は、日本の無償資金協力事業で実施される水道施設完成後、水道水を

供給するために、各戸給水栓の材料及び工事の財源を確保しなければならない。水道
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供給が始まる 2003 年で各戸給水栓の数は計 12,000 個、一方、2010 年目標年度で計

19,000 個である。（表 4 - 2「各戸給水栓及び公共水栓の配分」参照） 

b. 本計画では、水道メータを含まない図 4 – 1に示した①から④までの給水栓資機材を調
達する。これに関しては、次の事項が重要である。 

 
• インドネシア側は水道メータから給水栓までの材料を調達すること 

• 無償資金協力で調達される給水栓材料は本プロジェクトのみに使用されること 

• 同給水栓材料は故障や劣化を防ぐために適切に保管されること 

• 同給水栓材料の交付システムを適切な監視システムにより確立すること 

• 各 IKK サイトへの交付記録を取り、要求に応じて提出すること 

• インドネシア側は水道施設完成後、2年ないし 3年間で 12,000 個の各戸給水栓を敷

設するよう努めること 
 

 
図 4 – 1 各戸給水栓標準図 

 
なお、各戸給水栓の材料及び布設費用の総額、約 30 億ルピアは、需要者である住民が水道

公社へ支払う。戸別当りの負担額は約 25 万ルピアとなるが、各水道公社は、住民からの支

払いは 5 回から 10 回の分割払いを採用しており、アンケート調査による住民の平均月収、

約 33万ルピアと比べると費用の月収に占める割合は 7～10%程度となる、また、住民のほと

んどが水道の自宅への引込みを希望していることから、支払い力は充分にある。 

日本側負担材料

① Distribution Pipe（配水管）

② Clamp Saddle（分水サドル）

③ Ferrule（分水栓）

④ Stop Cock（止水栓）

⑤ Water Meter（水道メータ）

⑥ Faucet（給水栓）

インドネシア側負担材料
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No. 給水栓材料 材質 サイズ 給水栓1栓 給水栓数 総数 分担 

    当りの個数    
   (mm) （個） （個） （個）  
1 Clamp Saddle & Ferrule uPVC 200 (8") ～

40 (1.1/2")
x 16 (1/2") 1 12,000 12,000 日本 

2 PVC Pipe, L=4m, S-10 uPVC  16 (1/2") 2 12,000 24,000 日本 
3 TS Valve Socket uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 日本 
4 Female Elbow GSP  1/2" 2 12,000 24,000 日本 
5 GSP Pipe, L=6m GSP  1/2" 0.2 12,000 2,400 日本 
6 Stop Cock Brass  1/2" 1 12,000 12,000 日本 
7 TS Socket uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 日本 
1 PVC Pipe, L=4m, S-10 uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

2 TS Elbow uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

3 TS Valve Socket uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

4 TS Faucet Elbow uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

5 Female Elbow GSP  1/2" 2 12,000 24,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

6 GSP Pipe, L=6m GSP  1/2" 0.2 12,000 2,400 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

7 Fixed Coupling Brass  1/2" 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

8 Water Meter Type B φ13 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

9 Adjusting Coupling Brass φ13 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

10 Faucet (Stop Kran) Brass φ13 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

11 TS Socket uPVC  16 (1/2") 1 12,000 12,000 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ

 
2) 施設用地取得費について 

 

インドネシア側は、取水場、浄水場、配水場の各施設建設予定地点用地確保の財源を明ら

かにし、用地の確保を実施設計までに回答する必要がある。 

 

3) 受電費用 

 

電力が必要となる対象 IKK では、PLN から受電することになる。インドネシア側の負担は、

PLN との受電契約金、保証金および配電線路の受電地点（KWH メータ）までの引込み費用が

必要となる。なお、現基本設計の引込み費用は、PLN からの一般情報を基に概算したが、各

サイトの状況等により変わる可能性があるので再確認をする必要がある。 

 

4) 各施設までのアクセス道路について 
    

インドネシア側の負担は無い（各施設までは公共道路を使用する）。 

    

5) 水利権について 

 

現地調査において、各 P3P 事務所や各水道公社に、各対象 IKK の水源は、本水道整備プロ
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ジェクトとして利用することは問題が無いことを確認した。しかしながら、インドネシア

側は各 IKK サイトの水利権（特に灌漑用水路や暗渠から取水する場合）を再度確認するべ

きである。 

    

4.1.84.1.84.1.84.1.8    ソフトコンポーネント計画ソフトコンポーネント計画ソフトコンポーネント計画ソフトコンポーネント計画    

 

水道公社の持続的事業運営のためには、より多くの住民が水道へ加入することが重要であ

る。住民の水道加入を促進するためには、水道公社が適切な水道供給サービスを維持でき

ることの証明が必要であり、また同時に住民の水道に対する理解も不可欠である。 

 

過去に我が国で実施された IKK 水道事業の事後評価報告書及び、本基本設計調査における

既存 IKK 水道施設調査結果を分析すると、施設のハード面での問題としては非常に深刻な

ものは少ないが、施設建設完了後の維持管理の不充分さに起因する問題点があることが判

明した。主な問題点を以下に示す。 

 

• 滅菌設備が使用可能であるにもかかわらず、滅菌が行われていない 

• 使用者のあいだで、塩素臭に不満を持つものがいる 

• 故障した公共栓の蛇口がそのままに放置されている 

• 公共栓使用者グループにリーダーがいない事や、使用者間で使用水量に対する料金の

不公平感により、公共栓の料金徴収が難しいケースが見られる。特異なケースとして、

無償資金協力により建設されたものであるから料金の支払いは必要ないものとの誤解

が公共栓使用者の間で見られる 

• 公共栓からビニールホースによる宅内配管が行われ、公共栓の私有化が多く見られる 

• 水道料金を低くおさえる為、水道メータに損傷を与えるケースがある 

 

本プロジェクトにおいては、問題点を未然に防止し、持続可能な水道事業を達成するため

に、NGO を水道事業実施主体と住民とのインターフェースとして活用するソフト・コンポー

ネントの導入を提案する。 

 

ソフトコンポーネントの活動内容は、 

• 水道事業ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの作成 

• 水道事業ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄの配布 

• 住民に対する水道事業全般及び本事業の建設計画・スケジュールについての説明会の

実施 

• 水道施設の運営/維持管理の説明 

• 水道事業に対する住民の協力事項の説明 
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• 水道水源保護の必要性について住民に説明する 

• 住民台帳の確認と整理 

• 家族形態、収入の把握 

• 産業、社会基盤施設等の確認と給水の必要性の確認 

• 現在利用されている水源の確認 

• 各戸水栓または公共栓の割合の推定 

• 水道加入に関する広報と募集の PDAM のサポート 

• 各戸給水と公共栓についての利便性と料金制度、システムの相違について説明を十分

行う 

• 公共栓利用者のグルーピングのサポート 

• 公共栓利用マニュアルの作成 

• 公共栓利用者に対する利用ルール（PDAM 規定） 

 

以上の活動により、次の直接的成果が得られると予測される、 

• 住民が水道事業及びシステムについて正しい認識を持つ 

• 住民が水道水源保護の必要性を理解する 

• 対象地域に適合した水道加入促進のための方策が検討される 

• 住民の水道加入手続きが円滑に行われる 

 

4.24.24.24.2    概算事業費概算事業費概算事業費概算事業費    

 

4.2.14.2.14.2.14.2.1    概算事業費概算事業費概算事業費概算事業費    

 

本計画を日本の無償資金協力により実施する場合に必要となる事業費総額は、下記に示す

積算条件によれば、約 24.74 億円となり、次のとおりと見積もられる。 

 

1) 日本側負担経費 

単位：億円 

第I期 第II期 第III期 合計
(1) 建設費 6.40 7.23 7.25 20.88
ｱ. 直接工事費 4.82 4.84 5.06 14.72
ｲ. 共通仮設費 0.30 0.46 0.53 1.29
ｳ. 現場経費 0.94 1.53 1.28 3.75
ｴ. 一般管理費 0.34 0.40 0.38 1.12
(2) 機材調達費 0.11 0.11 0.13 0.35
(3) 設計・監理費 0.79 1.18 0.91 2.88
ｱ. 実施設計費 0.31 0.37 0.29 0.97
ｲ. 施工監理費 0.34 0.68 0.49 1.51
ｳ. ｿﾌﾄｺﾝﾎﾟｰﾈﾝﾄ費 0.14 0.13 0.13 0.40

合 計 7.30 8.52 8.29 24.11

事業費区分
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2) インドネシア国側負担経費 398,200 万 Rp. （約 63 百万円） 

 

(1) 土地取得費:74,400 万ルピア（約 12 百万円） 

(2) 電力受電契約及び引込み費：27,800 万ルピア（約 4百万円） 

(3) 戸別給水栓布設費：36,000 万ルピア（約 6百万円） 

(4) 戸別給水栓材料費：260,000 万ルピア（約 41百万円） 

 

3) 積算条件 

 

(1) 積算時点： 平成 12 年 4 月 

(2) 為替交換レート： US$ 1.0 = 106.79 円 

 Rp. 1.0 = 0.0156 円 

(3) 施工期間 3 期に分け実施する 

 第 I 期建設期間 8.0 ヶ月 

 第 II 期建設期間 12.0 ヶ月 

 第 III 期建設期間 14.0 ヶ月 

(4) その他 本計画は、日本国政府の無償資金協力の制度に従い、実施される 

 ものとする。 

 

4.2.24.2.24.2.24.2.2    運営維持・管理費運営維持・管理費運営維持・管理費運営維持・管理費    

 

1) 水道公社 

 

各水道公社は計画実施後の水道施設の運営維持・管理を行う。水道公社は全国同一組織で

県知事の管轄下に置かれている。図 4 - 2「水道公社の組織図」に示すように、水道公社

は県や郡の水道の維持管理を実施する、いわゆる本部内組織は技術部と総務部に大別でき

る。また IKK 支部は局長の元に配置され、IKK 支部長が任命され、技術係と財務・総務係の

担当者がいる。IKK 支部長の元に、各 IKK ユニットが配置され、主任が担当する。 

 

本計画の各 19 対象 IKK は建設終了後、それぞれ、下に示すように、各県に所属する 14 の

水道公社の経営に組み込まれることとなる。 
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No.No.No.No.    水道公社名水道公社名水道公社名水道公社名    IKKIKKIKKIKK 名名名名    
南スラウェシ州 
1 Gowa Limbung 
2 Takalar Polong Bangkeng Utara 
3 Pangkep Marang 
4 Barru Pekkae 
5 Sidrap Tanrutedong 
6 Luwu Belopa 
7 Bone Pompanua 

南東スラウェシ州 
8 Unaaha Punggaluku 
9 Kolaka Lasusua 

中央スラウェシ州 
Binangga 
Tompe 

10 Donggala 

Sausu 
11 Poso Tagolu 
12 Banggai Toili 

北スラウェシ州 
Dumoga 13 Bolaang Mongondow 
Pinolosian 
Wori 
Kombi 

14 Minahasa 

Talawaan 

 

2) 維持管理体制 

 

本計画の各 IKK ユニットの体制整備計画は、主任（管理責任者、料金徴収窓口を兼ねる）

の元に、顧客サービス係として、技術員（機械・電気、浄水場の運転管理）およびメータ

検針員（メータ検針、送・配水管の巡回、管理）を配置する。各 IKK ユニットの職員数は、

自然流下方式かどうか、浄水場の有無、ポンプの有無および給水栓数により 2 名（自然流

下）から 6名（浄水場）となる。 

 
給水システム IKK 給水栓数 

自然流下 ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 
浄水場の有無 ｽﾀｯﾌ数 

Limbung 1,256  ○ ○ 5 
Polong Bankeng Utara 1,185  ○  3 
Marang 1,249  ○  3 
Pekkae 1,859  ○  4 
Tanrutedong 2,144  ○  5 
Belopa 1,430  ○  4 
Pompanua 852  ○ ○ 5 
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給水システム IKK 給水栓数 
自然流下 ﾎﾟﾝﾌﾟ圧送 

浄水場の有無 ｽﾀｯﾌ数 

Punggaluku 566  ○  3 
Lasusua 803 ○   2 
Binangga 1,614 ○   3 
Tompe 553  ○  3 
Sausu 777  ○ ○ 5 
Tagolu 686 ○   2 
Toili 1,644  ○ ○ 6 
Dumoga 1,264 ○   2 
Pinolosian 286  ○  3 
Wori 347  ○ ○ 5 
Kombi 428  ○  4 
Talawaan 624  ○  3 

 

3) 維持管理費 

 

表 4 - 3「各 IKK の維持管理費」に示すように、維持管理費の内訳は a)人件費、b)電力費

／燃料費、c)薬品費（凝集剤、pH調整剤、塩素消毒剤）および d)スペアーパーツ購入費の

項目からなる。スペアーパーツの対象は取水・送水・薬品注入ポンプ類、流量計、薬品注

入設備、ろ過設備、自家発電機設備、操作盤等の電気設備および水道メータとする。スペ

アーパーツの購入費は年間当り、上記各機器・設備費用の 0.5%と概算する。 

 

収入の算出は、各水道公社で現在適用されている戸別給水栓と公共栓の水道料金を採用し

た。ちなみに、戸別給水栓の水道料金は各水道公社とも従量制を採用しており、月間使用

量 10 m3 までは 300 から 780 Rp./m3 と格差がある。一方、公共栓は定額制であり、200 か

ら 600 Rp./m3 と 3倍の開きがある。 

 

年間の収入は、水道料金に 1人 1日使用水量（各戸給水は 100 lpcd、および公共水栓は 30 

lpcd）に 1栓当り給水人口を乗じ、さらに総給水栓数を乗じて算出した。表 4 - 4「各 IKK

における収入一覧」に示すように、年間の収入は Kombi の 46 百万 Rp.から Pekkae の 314 百

万 Rp.となる。 

 

表 4 - 5「運転支出と収入」に示すように、支出が収入を上回る IKK は Sausu、Toili およ

び Kombi であるが、IKK Sausu を運営する水道公社の Donggala は、IKK Binangga および IKK 

Tompe の収支の額を加えると全体としては収入が支出を上回ることになる。また、IKK Kombi

についても同様となる。ただし IKK Toili を運営する水道公社 Banggai は、他の IKK は無

く、支出が収入を上回ることになる。 
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支出と収入のバランスをとるために、水道料金の値上げにより試算してみる（表 4 - 6 及

び表 4 – 7 参照）。IKK Toili の現行水道料金は Rp. 6,177/栓・月であるが、Rp. 6,189/
栓・月、0.2%の値上げとなる。 

 

同様に、IKK Sausu の現行 Rp. 7,125/栓・月であるが、Rp. 7,766/栓・月、9.0%の値上げ

となる。また、IKK Kombi は、現行 Rp. 9,044/栓・月であるが、Rp. 9,198/栓・月、1.7%

の値上げとなる。IKK Toili、IKK Sausu および IKK Kombi の平均収入に対する水道料金の

割合は、それぞれ、5.0%、1.7%および 3.3%であり、水道料金が平均収入の 3%～5%以内とい

うインドネシアの IKK 指針の条件を満たすことになる。 
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収
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第第第第 5555 章章章章    プロジェクトの評価と提言プロジェクトの評価と提言プロジェクトの評価と提言プロジェクトの評価と提言    

    

5.15.15.15.1    妥当性にかかる実証・検証及び裨益効果妥当性にかかる実証・検証及び裨益効果妥当性にかかる実証・検証及び裨益効果妥当性にかかる実証・検証及び裨益効果    

 
第 2 章「プロジェクトの周辺状況」で述べた様に、第 6次 5 ヶ年開発計画は、国民の生活
居住環境の改善を目標に掲げ、水道整備を含む環境衛生を重要分野の一つと位置づけてい

る。 
 
同 5 ヶ年開発終了時の 1998 年度の目標として、22,000 村落における給水人口 1,650 万人
を対象とした地方水道施設の提供を目指していたが、1996年度までの 3年間で、目標村落
数で 24%、目標給水人口の 15%の達成にとどまっている。 
 
従って、上記目標の主旨において、本プロジェクトにおける地方水道整備計画の実施は、

地域住民に広く裨益するものである。 
 
対象 IKK19ヶ所の 2010年の総人口は約 19万人と予測され、本プロジェクトの実施により、
給水人口は 14万人となり、総人口の 74%の住民が水道の受益者となる。 
 
以下は同 5ヶ年開発終了時の 1998年度の目標値に対する、2010年目標の本プロジェクト
による裨益を受ける対象増加数（率）を示したものである。 
 
裨益対象 第 6 次 5 ヶ年

開発目標値 
本プロジェクト
実施による増加 

目標値に対する割合 

村落数 22,000 75 0.34% 
給水人口 1,650万人 14万人 0.85% 
 
また、各 IKK対象地域は現在、道路や電力供給の社会基盤は整備されているが、生活用水
の供給施設が無く、住民の水道に対する期待は大きい。従って、本プロジェクトの実施に

よる水道施設の整備により、「対象地域住民に対する安全な水道水の充分な供給により、公

衆衛生の改善および女性や子供の水汲み労働の軽減」という目的が達成でき、ひいては、

経済活動の活性化を促進することが期待できる。 
 
本プロジェクトは、前述のような効果が期待され、運営・維持管理上の課題がソフトコン

ポーネントの導入により、持続可能な水道事業運営が可能であり、無償資金協力による実

施が妥当であると判断される。 
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5.5.5.5.2222    技術協力・他ドナーとの連携技術協力・他ドナーとの連携技術協力・他ドナーとの連携技術協力・他ドナーとの連携    

 
第 2 章「プロジェクトの周辺状況」で述べたように、当 IKK 対象地域 19ヶ所での技術協
力また、他ドナーの水道整備計画は予定されていない。 
 
5.5.5.5.3333    課題課題課題課題    

 
本プロジェクトの実施は、前述のように対象地域住民の居住環境の改善に寄与するものと

考えられる。さらに、以下の課題が確実に実行されれば、本計画はより円滑かつ効果的に

実施されるものとなる。 
 
1) 協議事項で合意されているように、インドネシア側負担分として、(a) 各戸別給水栓

の布設費用財源の確保、(b) 水道メータから給水栓材料費財源の確保、(c) 施設用地

取得費用と用地確保、(d) 受電契約金、保証金および電力引込み費用、(e) 輸入品関

税等、その他建設に関わる全般の事務処理費用 の各項目が確実に実行されること。 

2) 水道施設完成後の施設の運営、維持管理に対する、水道公社の人員および予算を確保

すること。 

3) 健全で持続可能な水道経営のため、原価償却費を積み立てること。 
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資料 1. 調査団員氏名・所属 



 

 

資料 1. 調査団員氏名 
 

１. 総括：長 英一郎 

Leader: Mr. Eiichiro CHO  

国際協力事業団無償資金協力部 業務第一課 

First Project Management Division, Grant Aid Management Department, JICA 
   

2. 総括：花里 信彦 

Leader: Mr. Nobuhiko HANAZATO  

国際協力事業団インドネシア事務所 

Assistant Resident Representative, JICA Indonesia Office 
   

3. 計画管理：荊木 絵美子 
Planning Management: Ms. Emiko IBARAKI 

国際協力事業団無償資金協力部 業務第一課 

First Project Management Division, Grant Aid Management Department, JICA 
   

4. 業務主任／地方給水計画：酒井 武司 

Chief Consultant/Rural Water Supply Planning: Mr. Takeshi SAKAI 

（株）日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 
   

5. 上水道計画／維持管理計画：上田 隆 

Water Supply Planning/Maintenance Planning: Mr. Takashi UEDA 

（株）日水コン（個人コンサルタント） 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 
   

6. 表流水／水源開発計画Ⅰ：望月 誠美 
Water Resource Development I (Surface Water): Mr. Seimi MOCHIZUKI 

（株）日水コン（（株）ワスコジャパン所属） 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 
   

7. 地下水・湧水／水源開発計画Ⅱ：中村 浩 
Water Resource Development II (Groundwater, Spring Water): Mr. Hiroshi NAKAMURA 

（株）日水コン（八千代エンジニアリング（株）所属） 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 
   

8. 施設計画Ⅰ：浅田 英紀 

Water Supply Facilities Design I: Mr. Hideki ASADA 

（株）日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 



 

 

   

9. 施設計画Ⅱ：太田 篤志 

Water Supply Facilities Design II: Mr. Atsushi OTA 

（株）日水コン 

Nihon Suido Consultants Co., Ltd. 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
資料 2.  調査日程 



日
順

官
団
員

チ
ー
ム

 A
チ
ー
ム

 B
花
里
、
十
時
、
荊
木

酒
井
、
望
月
、
太
田

宿
泊

上
田
、
中
村
、
浅
田

宿
泊

1
 2

/1
3

日
ジ
ャ
カ
ル
タ

移
動
：
酒
井
、
望
月
（
東
京
－
Ja
ka
rt
a）

Ja
ka
rt
a

2
 2

/1
4

月
B

A
PP

EN
A

S:
表
敬
訪
問

JI
C

A
事
務
所

:協
議

Ja
ka
rt
a

D
G

O
R

D
: ｲ

ﾝ
ｾ
ﾌ
ﾟｼ
ｮﾝ

・
ﾚ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄの

説
明
・
協
議

 2
/1

5
火

移
動
：

Ja
ka

rta
－

M
ak

as
sa

r (
6:

30
 - 

9:
40

)
3

D
IN

A
S 

PU
: ｲ

ﾝ
ｾ
ﾌ
ﾟｼ
ｮﾝ

・
ﾚ
ﾎ
ﾟｰ
ﾄの

説
明
・
協
議
、
及
び

 2
/1

9開
催

4州
会
議
の
調
整

M
ak
as
sa
r

 2
/1

6
水

移
動
：

M
ak

as
sa

r -
 P

al
u 

(1
2:

50
 - 

13
:4

5)
4

P3
P 
事
務
所

:現
地
視
察
に
つ
い
て
協
議

P
al
u

現
地
視
察

 (既
存

 IK
K

; T
aw

ae
li)

 2
/1

7
木

現
地
視
察

 (既
存

IK
K

; B
in

an
gg

a)
5

現
地
視
察

 (要
請

 IK
K

; B
an

aw
a)

P
al
u

 2
/1

8
金

移
動
：

Pa
lu

 - 
M

ak
as

sa
r (

11
:2

0 
- 1

2:
15

)
移
動
：
中
村

 (東
京

 - 
Ja

ka
rta

)
Ja

ka
rta

6
4州

会
議
に
つ
い
て
内
部
協
議

M
ak
as
sa
r

 2
/1

9
土

4州
会
議

移
動
：
中
村

 (東
京

 - 
M

ak
as

sa
r)

M
ak

as
sa

r
7

移
動
：
花
里

 (M
ak

as
sa

r -
 Ja

ka
rta

; 1
6:

00
 -1

9:
00

)
8

 2
/2

0
日

移
動
：
荊
木

 (M
ak

as
sa

r -
 Ja

ka
rta

; 1
0:

00
 - 

13
:0

0)
チ
ー
ム

 A
&

B
 会

議
M
ak
as
sa
r

チ
ー
ム

 A
&

B
 会

議
M

ak
as

sa
r

移
動
：
酒
井

 (M
ak

as
sa

r -
 Ja

ka
rta

)
Ja
ka
rt
a

移
動
：
上
田

(東
京

 - 
Ja

ka
rta

)
Ja

ka
rta

9
 2

/2
1

月
D

G
O

R
D

: 協
議

D
in

as
 P

U
: 会

議
、
資
料
収
集

M
ak
as
sa
r

D
in

as
 P

U
: 資

料
収
集

M
ak

as
sa

r
PD

A
M

(T
ak

al
ar

)：
説
明
、
資
料
要
請

PD
A

M
(G

ow
a)

: 説
明
、
資
料
要
請

10
 2

/2
2

火
D

G
O

R
D

: 議
事
録
の
サ
イ
ン

C
am

at
 O

ff
ic

e(
Po

lo
ng

 B
.U

): 説
明

M
ak
as
sa
r

C
am

at
 O

ff
ic

e(
G

ow
a)

: 説
明

M
ak

as
sa

r
Po

lo
ng

 B
an

gk
en

g 
U

tr.
 : 現

地
調
査

Li
m

bu
ng

: 現
地
調
査

 2
/2

3
水

Po
lo

ng
 B

an
gk

en
g 

U
tr.

 : 現
地
調
査

M
ak
as
sa
r

Li
m

bu
ng

: 現
地
調
査

M
ak

as
sa

r
11

 
日
本
大
使
館

:報
告

PD
A

M
(T

ak
al

ar
): 
資
料
収
集

PD
A

M
(G

ow
a)

:資
料
収
集

JI
C

A
: 報

告
、
移
動

:荊
木

 (J
ak

ar
ta
－
東
京

; 2
3:

45
 - 

)
移
動
：
酒
井

 (J
ak

ar
ta

 - 
M

ak
as

sa
r)

移
動
：
上
田

 (J
ak

ar
ta

 - 
M

ak
as

sa
r)

12
 2

/2
4

木
チ
ー
ム
Ａ
＆
Ｂ
会
議

M
ak
as
sa
r

チ
ー
ム
Ａ
＆
Ｂ
会
議

M
ak

as
sa

r

 2
/2

5
金

移
動
：

M
ak

as
sa

r -
 P

an
gk

ep
M
ak
as
sa
r

移
動
：

  (
M

ak
as

sa
r -

 P
al

u)
Pa

lu
13

PD
A

M
(P

an
gk

ep
): 
説
明
、
資
料
要
請

D
in

as
 P

U
: 説

明
、
資
料
収
集

C
am

at
 O

ff
ic

e(
M

ar
an

g)
: 説

明
PD

A
M

(D
on

gg
al

a)
:資

料
要
請

 2
/2

6
土

M
ar

an
g:

 現
地
調
査

M
ak

as
ar

C
am

at
 O

ff
ic

e(
B

in
an

gg
a)

: 説
明

Pa
lu

14
B

in
an

ng
a:

 現
地
調
査

 2
/2

7
日

M
ak

ka
sa

r: 
報
告
書
作
成

M
ak

as
sa

r
Pa

lu
: 報

告
書
作
成

Pa
lu

15 16
 2

/2
8

月
M

ar
ng

: 現
地
調
査

B
ar

ru
B

in
an

gg
a:

 現
地
調
査

Pa
lu

PD
A

M
(P

an
gk

ep
): 
資
料
収
集

移
動
：

 P
an

gk
ep

 - 
B

ar
ru

17
 2

/2
9

火
PD

A
M

(B
ar

ru
): 
説
明
、
資
料
要
請

B
ar

ru
B

in
an

gg
a:

 現
地
調
査

Pa
lu

C
am

at
 O

ff
ic

e(
Ta

ne
le

 R
ila

u)
; 説

明
、
現
地
調
査

PD
A

M
(D

on
gg

al
a)

: 資
料
収
集

18
 3

/0
1

水
Pe

kk
ae

:現
地
調
査

B
ar

ru
移
動
：

 P
al

u 
- T

om
pe

Pa
lu

C
am

at
 O

ff
ic

e(
To

m
pe

): 
説
明
、
資
料
要
請

19
 3

/0
2

木
Pe

kk
ae

:現
地
調
査

Pa
re

-P
ar

e
To

m
pe

: 現
地
調
査

PD
A

M
(B

ar
ru

): 
資
料
収
集

Pa
lu

移
動
：

 B
ar

ru
 - 

Pa
re

 P
ar

e
Ｐ
Ｄ
Ａ
Ｍ
（

Si
dr

ap
): 
説
明
、
資
料
要
請

Pa
re

-P
ar

e
20

 3
/0

3
金

C
am

at
 O

ff
ic

e（
D

ua
pi

tu
e)
：
説
明

To
m

pe
: 現

地
調
査

Pa
lu

Ta
nr

ut
ed

on
g:

 現
地
調
査

資
料
 2
.　
調
査
行
程
 -
 1

日
付



日
順

官
団
員

チ
ー
ム

 A
チ
ー
ム

 B
花
里
、
十
時
、
荊
木

酒
井
、
望
月
、
太
田

宿
泊

上
田
、
中
村
、
浅
田

宿
泊

3/
04

土
Ta

nr
ut

ed
on

g:
 現

地
調
査

To
m

pe
: 現

地
調
査

Pa
lu

21
 

Pa
re

-P
ar

e
22

 3
/0

5
日

Ta
nr

ut
ed

on
g:

 現
地
調
査

移
動
：

 T
om

pe
 - 

Ti
no

m
bo

Ti
no

m
bo

移
動
：

 P
an

gk
aj

en
e 

- E
nr

ek
an

g
En

re
ka

ng

23
 3

/0
6

月
PD

A
M

(S
id

ra
p)

: 資
料
収
集

C
am

at
 O

ff
ic

e(
Ti

no
m

bo
): 説

明
Ti

no
m

bo
移
動
：

 P
ar

e 
Pa

re
 - 

En
re

ka
ng

En
re

ka
ng

Ti
no

m
bo

: 現
地
調
査

PD
A

M
(E

nr
ek

an
g)

: 説
明

, 資
料
要
請

24
 3

/0
7

火
C

am
at

 O
ff

ic
e(

C
ak

ke
); 
説
明

移
動
：

 T
in

om
bo

 - 
Po

so
Po

so
A

ng
ge

ra
ja

: 現
地
調
査

En
re

ka
ng

25
 3

/0
8

水
A

ng
ge

ra
ja

: 現
地
調
査

, P
D

A
M

(E
nr

ek
an

g)
: 資

料
収
集

PD
A

M
(P

os
o)

: 説
明

, 資
料
要
請

Po
so

移
動
：

 E
nr

ek
an

g 
- P

al
op

o
Pa

lo
po

C
am

at
 O

ff
ic

e(
Ta

go
ru

): 
説
明

26
 3

/0
9

木
PD

A
M

(L
uw

u)
: 説

明
, 資

料
要
請

Ta
go

ru
: 現

地
調
査

Po
so

C
am

at
 O

ff
ic

e(
B

el
op

a)
: 説

明
, 現

地
調
査

Pa
lo

po
27

 3
/1

0
金

B
el

op
a:

 現
地
調
査

Pa
lo

po
Ta

go
ru

: 現
地
調
査

Po
so

28
 3

/1
1

土
PD

A
M

(L
uw

u)
: 資

料
収
集

Pa
lo

po
Ta

go
ru

: 現
地
調
査

Po
so

B
el

op
a:

 現
地
調
査

PD
A

M
(P

os
o)

: 資
料
収
集

29
 3

/1
2

日
移
動
：

 P
al

op
o 

- W
at

am
po

ne
W

at
am

po
ne

Po
so

: 報
告
書
作
成

Po
so

W
at

em
po

ne
: 報

告
書
作
成

30
 3

/1
3

月
PD

A
M

(W
aj

o)
: 説

明
, 資

料
要
請

W
at

am
po

ne
移
動
：

 P
os

o 
- L

uw
uk

Lu
w

uk
C

am
at

 O
ff

ic
e(

Sa
jo

an
gi

ng
): 説

明
, J

al
an

: 現
地
調
査

31
 3

/1
4

火
Ja

la
n:

 現
地
調
査

W
at

em
po

ne
PD

A
M

(L
uw

uk
): 
説
明

, 資
料
要
請

Lu
w

uk
 

32
 3

/1
5

水
Ja

la
n:

 現
地
調
査

, P
D

A
M

(W
aj

o)
: 資

料
収
集

W
at

am
po

ne
C

am
at

 O
ff

ic
e(

To
ili

): 
説
明

Lu
w

uk
To

ili
: 現

地
調
査

33
 3

/1
6

木
W

at
am

po
ne

: 報
告
書
作
成

W
at

am
po

ne
To

ili
: 報

告
書
作
成

Lu
w

uk
（
祝
日

）

34
 3

/1
7

金
PD

A
M

(B
on

e)
: 説

明
, 資

料
要
請

W
at

am
po

ne
To

ili
: 現

地
調
査

Lu
w

uk
C

am
at

 O
ff

ic
e(

A
ja

ng
al

e)
: 説

明
, P

om
pa

nu
a:

 現
地
調
査

35
 3

/1
8

土
Po

m
pa

nu
a:

 現
地
調
査

W
at

am
po

ne
To

ili
: 現

地
調
査

Lu
w

uk
PD

A
M

(L
uw

uk
): 
資
料
収
集

36
 3

/1
9

日
PD

A
M

(B
on

e)
: 資

料
収
集

M
ak

as
sa

r
Lu

w
uk

: 報
告
書
作
成

Lu
w

uk
移
動
：

 W
at

am
po

ne
 - 

M
ak

as
sa

r
37

 3
/2

0
月

M
ak

as
sa

r: 
報
告
書
作
成

M
ak

as
sa

r
移
動
：

 L
uw

uk
 - 

M
an

ad
o

M
an

ad
o

JI
C

A
: 報

告
, 移

動
：

 酒
井

 (M
ak

as
sa

r -
JK

T 
- M

ak
as

sa
r)

D
in

as
 P

U
: 会

議

38
 3

/2
1

火
移
動
：

 M
ak

as
sa

r -
 K

en
da

ri,
K

en
da

ri
移
動
：
 M

an
ad

o
 -

 D
u
m

o
ga

, 
P
D

A
M

(B
o
la

an
g 

M
.)
: 
説
明

, 
K

ot
am

ob
ag

u
D

IN
A

S 
PU

/P
3P

: 会
議

C
am

at
 O

ff
ic

e(
D

um
og

a)
: 説

明

39
 3

/2
2

水
A

nd
uo

no
hu

: 既
存

 IK
K
の
調
査

D
um

og
a:

 現
地
調
査

K
ot

am
ob

ag
u 

C
am

at
 O

ff
ic

e（
D

ep
od

u)
: 説

明
K

en
da

ri
A

ep
od

u:
 現

地
調
査

40
 3

/2
3

木
A

ep
od

u:
 現

地
調
査

K
en

da
ri

D
um

og
a:

 現
地
調
査

K
ot

am
ob

ag
u

PD
A

M
(K

en
da

ri)
: 説

明
, 資

料
要
請

資
料
 2
.　
調
査
行
程
-2

日
付



日
順

官
団
員

チ
ー
ム

 A
チ
ー
ム

 B
花
里
、
十
時
、
荊
木

酒
井
、
望
月
、
太
田

宿
泊

上
田
、
中
村
、
浅
田

宿
泊

41
3/

24
金

A
ep

od
u:

 現
地
調
査

, A
nd

uo
no

hu
: 資

料
収
集

K
en

da
ri

C
am

at
 O

ff
ic

e(
Pi

no
lo

si
an

): 説
明

K
ot

am
ob

ag
u

PD
A

M
(K

en
da

ri)
: 資

料
収
集

Pi
no

lo
sa

in
: 現

地
調
査

移
動
：
 酒

井
（
K

en
d
ar

i 
-
 B

au
 B

au
）

 
PD

A
M

(B
ut

on
): 
資
料
収
集

42
 3

/2
5

土
A

ep
od

u:
 現

地
調
査

K
en

da
ri

Pi
no

lo
si

an
: 現

地
調
査

K
ot

am
og

ab
u

移
動
：
酒
井
（
 K

en
d
ar

i 
-
 B

au
 B

au
）

P3
P:

 会
議

43
 3

/2
6

日
移
動
：

 K
en

da
ri 

- K
ol

ak
a

K
ol

ak
a

K
ot

am
ob

ag
u:

 報
告
書
作
成

D
um

og
a

44
 3

/2
7

月
PD

A
M

(K
ol

ak
a)

: 説
明

, 資
料
要
請

K
ol

ak
a

PD
A

M
(B

al
oa

an
g 

M
): 
資
料
収
集

M
an

ad
o

B
oe

pi
na

ng
: 現

地
調
査

移
動
：

 P
in

ol
os

ia
n 

- M
an

ad
o

45
 3

/2
8

火
移
動
：

 L
as

us
ua

 - 
K

ol
ak

a
La

su
su

a
PD

A
M

(M
in

ah
as

a)
: 説

明
, 資

料
要
請

M
an

ad
o

La
su

su
a:

 現
地
調
査

C
am

at
(W

or
i):

 説
明

, W
or

i: 
現
地
調
査

46
 3

/2
9

水
C

am
at

 O
ff

ic
e(

La
su

su
a)

: 説
明

La
su

su
a

W
or

i: 
現
地
調
査

M
an

ad
o

47
 3

/3
0

木
La

su
su

a:
 現

地
調
査

La
su

su
a

W
or

i: 
現
地
調
査

M
an

ad
o

48
 3

/3
1

金
La

su
su

a:
 現

地
調
査

La
su

su
a

C
am

at
 O

ff
ic

e(
K

om
bi

): 
説
明

M
an

ad
o

K
om

bi
: 現

地
調
査

49
 4

/0
1

土
移
動
：
 望

月
、
太
田
（
L
as

u
su

a 
-
 S

iw
a 

-
 P

al
o
p
o
）

Pa
lo

po
K

om
bi

: 現
地
調
査

M
an

ad
o

移
動
：
 酒

井
（
L
as

u
su

a 
-
 K

o
la

ka
 ）

K
ol

ak
a

PD
A

M
(K

ol
ak

a)
: 資

料
収
集

50
 4

/0
2

日
移
動
：
 望

月
, 
太
田
（
 P

al
o
p
o
 -

 P
o
so
）

Po
so

K
om

bi
: 現

地
調
査

M
an

ad
o

K
ol

ak
a:

 報
告
書
作
成

 (酒
井

)
K

ol
ak

a
51

 4
/0

3
月

Sa
us

u:
 現

地
調
査

, 資
料
収
集

 (望
月

, 太
田

)
Po

so
K

om
bi

: 現
地
調
査

M
an

ad
o

 
PD

A
M

(K
ol

ak
a)

: 資
料
収
集

K
ol

ak
a

C
am

at
 O

ff
ic

e(
D

im
em

be
): 説

明

52
 4

/0
4

火
Sa

us
u:

 現
地
調
査

, 資
料
収
集

 (望
月

, 太
田

)
Po

so
M

an
ad

o:
 報

告
書
作
成

M
an

ad
o

（
祝
日

）

移
動
：

 K
ol

ak
a 

- K
en

da
ri

K
en

da
ri

53
 4

/0
5

水
Sa

us
u:

 現
地
調
査

, 資
料
収
集

 (望
月

, 太
田

)
Po

so
Ta

la
w

aa
n:

 現
地
調
査

M
an

ad
o

P3
P 

O
ff

ic
e:

 資
料
収
集

 (酒
井

)
K

en
da

ri
PD

A
M

(M
in

ah
as

a)
: 資

料
収
集

54
 4

/0
6

木
移
動
：
 望

月
, 
太
田
（
P
o
so

 -
 P

al
u
 ）

Pa
lu

移
動
：

 M
an

ad
o 

- M
ak

as
sa

r
M

ak
as

sa
r

(祝
日
）

移
動
：
 酒

井
（
K

en
d
ar

i 
-
 M

ak
as

sa
r）

M
ak

as
sa

r
55

 4
/0

7
金

移
動
：
望
月

, 
太
田

 （
P
al

u
 -

 M
ak

as
sa

r 
）

M
ak

as
sa

r
M

ak
as

sa
r

チ
ー
ム

A
&

B
 会

議
, 報

告
書
作
成

チ
ー
ム

A
&

B
 会

議
, 報

告
書
作
成

56
 4

/0
8

土
M

ak
as

sa
r: 
報
告
書
作
成

M
ak

as
sa

r
M

ak
as

sa
r: 
報
告
書
作
成

M
ak

as
sa

r

57
 4

/0
9

日
移
動
：

 M
ak

as
sa

r -
 Ja

ka
rta

Ja
ka

rta
移
動
：

 M
ak

as
sa

r -
 Ja

ka
rta

Ja
ka

rta
移
動
：
 中

村
 (
Ja

ka
rt

a 
-
 東

京
)

機
中
泊

58
 4

/1
0

月
D

G
O

R
D

: 会
議

Ja
ka

rta
D

G
O

R
D

: 会
議

Ja
ka

rta

59
 4

/1
1

火
D

G
O

R
D

: 会
議

, M
/M

の
サ
イ
ン

D
G

O
R

D
: 会

議
, M

/M
の
サ
イ
ン

大
使
館

/J
IC

A
:表

敬
大
使
館

/J
IC

A
: 表

敬

移
動
：
酒
井

, 
望
月
（
Ja

ka
rt

a‐
東
京
）

機
中
泊

移
動
：
上
田
（
Ja

ka
rt

a‐
東
京
）

機
中
泊

60
 4

/1
2

水
日
本
へ
帰
国

日
本
へ
帰
国

資
料
 2
.　
調
査
行
程
-3

日
付



日
順

官
団
員

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

長
酒
井
、
浅
田

宿
泊

1
 9

/2
5

月
移

動
：
東

京
－

Ja
ka

rta
 (1

6:
05

-)
Ja

ka
rta

2
 9

/2
6

火
大

使
館

/J
IC

A
：
表

敬
・
協

議
Ja

ka
rta

B
A

PP
EN

A
S：

表
敬

・
協

議

3
 9

/2
7

水
移

動
：

Ja
ka

rta
 - 

M
ak

as
sa

r (
9:

40
-)

M
ak

as
sa

r
D

IN
A

S 
PU

：
表

敬
・
協

議

4州
セ
ミ
ナ
ー

に
係

る
団

内
打
合
せ

4
 9

/2
8

木
4州

セ
ミ
ナ
ー

M
ak

as
sa

r
N

G
O
（

C
ar

e 
In

do
ne

si
a）
と
の
協
議

5
 9

/2
9

金
N

G
O
（

FI
K）

と
の
協

議
M

ak
as

sa
r

D
IN

A
S 

PU
と
の
協

議

6
 9

/3
0

土
サ
イ
ト
視

察
M

ak
as

sa
r

7
 1

0/
1

日
N

G
O
（

FI
K）

と
の
協

議
Ja

ka
rta

M
/D

ド
ラ
フ
ト
に
係

る
団

内
打
合
せ

移
動

：
M

ak
as

sa
r -

 Ja
ka

rta
 (1

6:
00

-1
7:

10
）

8
 1

0/
2

月
ド
ラ
フ
ト
レ
ポ
ー

ト
及

び
M

/D
ド
ラ
フ
ト
に
係
る
協
議

Ja
ka

rta
M

/D
ド
ラ
フ
ト
再

協
議

M
/D

署
名

9
 1

0/
3

火
現

地
調

査
報

告
書

内
容

確
認

Ja
ka

rta
大

使
館

：
報

告

JI
C
A
事

務
所

：
報

告

移
動

：
長

  J
ak

ar
ta

 - 
To

ky
o （

23
:3

0-
）

10
 1

0/
4

水
塩
ビ
管
業
者
よ
り
情
報
収
集

Ja
ka

rta

11
 1

0/
5

木
塩
ビ
管
業
者
よ
り
情
報
収
集

移
動
：

Ja
ka

rta
 - 
東
京
（

23
:3

0-
）

機
中
泊

12
 1

0/
6

金
日
本
へ
帰
国

 

資
料
 2
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調
査
行
程
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ド
ラ
フ
ト
説
明
時
）

日
付



 

 

 
 
 
 
 
 

 
資料 3.  相手国関係者リスト 



 

 

資料 3. 相手国関係者リスト 
 

居住・地域開発省（Ministry of Settlement and Regional Development） 

Soenarno   Director General of Rural Development 

Sugimin Pranoto  Director of Eastern Region 

Purnama   Staff, Eastern Region 

Budihardjo H.  Director, Bureau for International Cooperation 

Acep Sohib Husen  Chief, Bureau for International Cooperation 

Darminto   Bureau for International Cooperation 

K. M. Dus Asikin  Bureau of Planning 

Hadiyanto  Directorate of Program and Evaluation 

 十時専門家 

 児玉専門家 

 

公共事業国務大臣府 (State Ministry of Public Works) 

 Didik S.F.  Assistant Deputy for Utilization of Infrastructure &  

Facility Affairs 

 

バペナス (National Development Planning Board) 

Sudjana Royat  Head, Bureau of Urban Development,  

   Human Settlement, BAPPENAS 

 

 南スラウェシ州 

 Bachtiar Rasul  Director, DINAS (Provincial Public Works & Human  

Settlement Services) 

 H. Sharif Burhanuddin DINAS 

 H. A. Gaffar Patappe Governor, Kabupaten PANGKEP 

 H. A. Makkasau Pazak Governor, Kabupaten BARRU 

 H. S. Parawansa SH  Governor, Kabupaten SIDRAP  

 H. Iqbal Mustafa  Governor, Kabupaten ENREKANG 

 H. Naharuddin Tinulu Governor, Kabupaten WAJO 

 Irianto Razak  Staff, PDAM GOWA 

 Massakiling Sultan  Director, PDAM PANGKEP 

Ibrahaim   Director, PDAM BARRU 

L. Maccarinua  Director, PDAM SIDRAP 

Harun Daud  Director, PDAM ENREKANG 

 Andi. Nurlan Baslan Director, PDAM LUWU 

 A. M. Amin Dewang Director, PDAM WAJO  

 

 



 

 

南東スラウェシ州 

 A. Pongsi Lurang  Project Manager, P3P SULAWESI TENGGARA 

 Kimasan Taohae  Head of Provincial Public Works 

 Koeswan Dono  Director, PDAM KENDARI (KOTAMADJA) 

 Srijoko Wahyu Hendro S. E. Acting Director, PDAM KENDARI (UNAAHA) 

Bachtiar   Director, PDAM KOLAKA 

 Haruddin   President Director, PDAM BUTON 

 

北スラウェシ州 

 Ferdy Cambey  DINAS 

 Setyo Gunadi  P3P SULAWESI UTARA 

 Imran L. M.  Director, PDAM BOLAANG MONGONDOW 

 Sumardikun  Director, PDAM MINAHASA 

 

中央スラウェシ州 

 Nilawati Ngitung  Chief, Sub-DINAS Cipta Karya 

 Sentot Budiono  Project for Rural Water Supply & Environmental  

Sanitation 

 Rahmat Kawaroe  P3P SULAWESI TENGAH 

 Mulyana Rahajoe  Director, PDAM DONGGALA 

 Muklas A. Cenning  Director, PDAM POSO 

 M. Zain Mardan  Director, PDAM BANGGAI 

 

日本大使館 

 宇津   書記官 

 河野   書記官 

 

国際協力事業団インドネシア事務所 

 庵原   所長 

 秋山   所員 

 

インドネシア国ウジュンパンダン領事館 

 松田   総領事 

 

NGO 

Makka Masri  Director, LEMBAGA 

 Nurwati   Director, YABUMI (Yayasan Bumiku Hijau) 

 Senrima Ali  Team Leader, AKPPI (Indonesian Association of Development 

Consultant on Human Settlement) 

 Alida Palilati  Chief, ABDI SURYA (Management and Accounting  



 

 

Foundation) 

 A.M. Zulkarnain  Director, YAYASAN LAMADDUKKELLENG  

 Tamamul Fahmi  P4M (Centre for People Safety net and Development Studies) 

 Amang Usman  LP2M (Society Care and Function Agency) 

 Rieneke Rolos  CARE International Indonesia 

 Pahir Halim  LP3M, FIK (Forum Information and Communication) 

 Asmin Amin  LML, FIK (Forum Information and Communication) 

 



 

 

 
 
 
 
 
 
 
資料 4.  当該国の社会・経済事情 







 

 

 
 
 
 
 
 
 
資料 5.  その他データ 
 
 
5.1 現在給水区域内人口 
 
5.2 計画給水量 

 
5.3 原水水質試験結果 

 
5.4 プロジェクトサイトの地形・地質 
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No. IKK名 村落名
年度 村落 IKK計

（南スラウェシ州）
1 Limbung Limbung 1998 5,962

Kalebajen 5,874 11,836

2 Polong Bangkeng Uta Parappunganta 1998 3,255
Mattompo Dalle 2,745
Malewang 2,850
Palleko 2,566 11,416

3 Marang Bonto-Bonto 1998 3,270
Pitusunggu 1,632
Talaka 5,473 10,375

4 Pekkae Tanete 1998 3,070
Tellumpanua 2,609
Pao-Pao 3,798
Lalolang 3,736
Lompo tengah 2,993
Lempanng 2,259 18,465

5-1 Tanrutedong (1) Sallobukkang 1997 2,469
Tanrutedong 4,463
Salomallori 2,205 9,137

5-2 Tanrutedong (2) Kalosi 7,409 7,409

6 Belopa Belopa 1998 3,196
Balo-Balo 2,211
Lamunre 4,841
Pammanu 1,350
Senga 1,486 13,084

7 Pompanua Pompanua 1998 5,013
Salewangeng 3,220 8,233

小計 89,955 89,955
（南東スラウェシ州）
8 Punggaluku Aepodu 1998 881

Rambu-Rambu 771
Ambakmina 384
Lebepako 893
Lamong-Jaya 1,121
Ombu-Ombu Jaya 805 4,855

9 Lasusua Ponggiha 1998 956
Lasusua 2,658
Tojabi 1,367
Rante-Limbong 1,087
Pitulua 637
Watuliwu 1,666 8,371

小計 13,226 13,226

資料5.1  現在給水区域内人口

現在人口



No. IKK名 村落名
年度 村落 IKK計

資料5.1  現在給水区域内人口

現在人口

（中央スラウェシ州）
10 Binangga Beka 1998 1,889

Bomba 402
Sibedi 1,089
Padende 824
Binangga 1,752
Rarampadende 1,655
Sibonu 477
Pewunu 2,133
Kaleke 3,210
Balumpewa 444 13,875

11 Tompe Tompe 1997 1,822
Sibado 1,832 3,654

12 Sausu Sausu Trans 1998 4,700
Sausu Torono Dusun 1 502
Sausu Torono Dusun 2 462 5,664

13 Tagolu Maliwuko 1998 748
Tagolu 875
Sintulemba 1,065
Tambaro 512
Watuawu 1,864
Pandiri 1,070 6,134

14 Toili Cendanapura 1998 2,917
Singkoyo 1,279
Tirtasari 3,011
Tirta-kencana 3,940
Rusa-kencana 3,455 14,602

小計 43,929 43,929
（北スラウェシ州）

15 Dumoga Ibolian 1998 2,474
Werdhi Agung 4,049
Tonom 1,249
Kinomaligan 729 8,501

16 Pinolosian Nunuk 1998 1,028
Linawan 1,450 2,478

17 Wori Wori 1998 1,759
Tiwoho 1,026 2,785

18-1 Kombi (1) Ranowangko 2 1998 1,003 1,003

18-2 Kombi (2) Lalumpe 1998 910
Tulap 1,074 1,984

19 Talawaan Talawaan 1998 2,153
Kolongan 1,252
Mapanget 1,863 5,268

小計 22,019 22,019
計 169,129 169,129



計
画

人
口

計
画

給
水

人
口

計
画

有
効

水
量

計
画

給
水

量

給
　

水
給

水
人

口
各

戸
給

水
公

共
水

栓
生

活
用

水
非

生
活

合
計

日
平

均
日

最
大

N
o.

IK
K
名

称
普

及
率

配
分

率
各

戸
給

水
配

分
率

公
共

水
栓

各
戸

給
水

公
共

水
栓

合
計

用
水

給
水

量
給

水
量

人
口

人
口

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

％
）

（
人

）
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)
（

L
/秒

)

(南
ス

ラ
ウ

ェ
シ

)

1
L
im

bu
ng

12
,1

90
70

8,
53

0
70

5,
97

0
30

2,
56

0
6.

91
0.

89
7.

80
0.

78
8.

58
10

.7
3

11
.8

0

2
P

ol
on

g 
B

an
gk

en
g 

U
ta

ra
12

,6
10

70
8,

83
0

70
6,

18
0

30
2,

65
0

7.
15

0.
92

8.
07

0.
81

8.
88

11
.1

0
12

.2
0

3
M

ar
an

g
11

,1
00

80
8,

88
0

70
6,

22
0

30
2,

66
0

7.
20

0.
92

8.
12

0.
81

8.
93

11
.1

6
12

.3
0

4
P

ek
ka

e
19

,3
90

80
15

,5
10

70
10

,8
60

30
4,

65
0

12
.5

7
1.

61
14

.1
8

1.
42

15
.6

0
19

.5
0

21
.5

0

5
T
an

ru
te

do
ng

 (
1)

9,
97

0
80

7,
98

0
80

6,
38

0
20

1,
60

0
7.

38
0,

56
7.

94
0.

79
8.

73
10

.9
1

12
.0

0

T
an

ru
te

do
ng

 (
2)

8,
08

0
80

6,
46

0
80

5,
17

0
20

1,
29

0
5.

98
0.

45
6.

43
0.

64
7.

07
8.

84
9.

70

6
B

el
op

a
14

,3
90

80
11

,5
10

70
8,

06
0

30
3,

45
0

9.
33

1.
20

10
.5

3
1.

05
11

.5
8

14
.4

8
15

.9
0

7
P

om
pa

nu
a

8,
73

0
90

7,
86

0
70

5,
50

0
30

2,
36

0
6.

37
0.

82
7.

19
0.

72
7.

91
9.

89
10

.9
0

(南
東

ス
ラ

ウ
ェ

シ
)

8
P

un
gg

al
uk

u
5,

58
0

70
3,

91
0

70
2,

74
0

30
1,

17
0

3.
17

0.
41

3.
58

0.
36

3.
94

4.
93

5.
40

9
L
as

us
ua

9,
51

0
70

6,
66

0
80

5,
33

0
20

1,
33

0
6.

17
0.

46
6.

63
0.

66
7.

29
9.

11
10

.0
0

(中
央

ス
ラ

ウ
ェ

シ
)

10
B

in
an

gg
a

16
,0

10
70

11
,2

10
70

7,
85

0
30

3,
36

0
9.

09
1.

17
10

.2
6

1.
03

11
.2

9
14

.1
1

15
.5

0

11
T
om

pe
4,

91
0

70
3,

44
0

70
2,

41
0

30
1,

03
0

2.
79

0.
36

3.
15

0.
32

3.
47

4.
34

4.
80

12
S
au

su
5,

78
0

80
4,

62
0

80
3,

70
0

20
92

0
4.

28
0.

32
4.

60
0.

46
5.

06
6.

33
7.

00

13
T
ag

ol
u

6,
47

0
70

4,
53

0
80

3,
62

0
20

91
0

4.
19

0.
32

4.
51

0.
45

4.
96

6.
20

6.
80

14
T
oi

li
15

,8
50

70
11

,1
00

70
7,

77
0

30
3,

33
0

8.
99

1.
16

10
.1

5
1.

02
11

.1
7

13
.9

6
15

.4
0

(北
ス

ラ
ウ

ェ
シ

)

15
D

um
og

a
11

,4
60

70
8,

02
0

70
5,

61
0

30
2,

41
0

6.
49

0.
84

7.
33

0.
73

8.
06

10
.0

8
11

.1
0

16
P

in
ol

os
ia

n
2,

58
0

70
1,

81
0

70
1,

27
0

30
54

0
1.

47
0.

19
1.

66
0.

17
1.

83
2.

29
2.

50

17
W

or
i

2,
86

0
80

2,
29

0
70

1,
60

0
30

69
0

1.
85

0.
24

2.
09

0.
21

2.
30

2.
88

3.
20

18
K
om

bi
 (
1)

1,
00

0
70

70
0

70
49

0
30

21
0

0.
57

0.
07

0.
64

0.
06

0.
70

0.
88

1.
00

K
om

bi
 (
2)

1,
98

0
70

1,
39

0
70

97
0

30
42

0
1.

12
0.

15
1.

27
0.

13
1.

40
1.

75
1.

90

19
T
al

aw
aa

n
5,

73
0

70
4,

01
0

70
2,

81
0

30
1,

20
0

3.
25

0.
42

3.
67

0.
37

4.
04

5.
05

5.
60

計
18

6,
18

0
13

9,
25

0
10

0,
51

0
38

,7
40

17
8.

52
19

6.
50

A
)

B
)

C
)

D
)

E
)

F
)

G
)

H
)

I)
J
)

K
)

L
)

M
)

N
)

=A
)×

B
)

=C
)×

D
)

=C
)×

F
)

=E
)×

10
0L

pd
=G

)×
30

L
pd

=H
)+

I)
=J

)×
10

%
=J

)+
K
)

=L
)/

80
%

=M
)×

1.
1

注
）

 T
an

ru
te

do
ng

と
K
om

bi
は

給
水

計
画

上
、

2つ
に

分
け

た
。

資
料
5.
2 
 計

画
給
水
量
（
20
10
年
目
標
年
度

）



項
目

N
o.

試
験

項
目

ｲ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾈ
ｼ
ｱ

水
質

基
準

U
ni

t
N

o.
 1

N
o.

 2
N

o.
 3

N
o.

 4
N

o.
 5

N
o.

 6
N

o.
 7

N
o.

 8
N

o.
 9

N
o.

 1
0

水
道

水
（

清
浄

水
）

1
測

定
地

区
名

称
最

大
許

容
量

L
im

bu
ng

P
.B

.U
ta

ra
M

a'
ra

ng
P

ek
ka

e
T
an

ru
te

do
ng

B
el

op
a

P
om

pa
nu

a
P

un
gg

al
uk

u 
(A

ep
od

u)
L
as

us
ua

B
in

an
gg

a

測
2

水
源

名
称

S
al

ur
an

 I
nd

uk
 L

im
bu

ng
L
im

bu
a

W
ae

nu
ng

ng
e

L
eb

an
i 
(N

o.
 S

M
L
W

-8
8)

W
al

an
ae

R
am

bu
 R

am
bu

U
lu

ka
ko

W
er

a

定
3

水
源

形
態

Ir
ri
ga

ti
on

 C
an

al
S
pr

in
g

S
pr

in
g

S
pr

in
g

D
ee

p 
W

el
l

D
ee

p 
W

el
l

R
iv

er
S
pr

in
g

M
ou

nt
ai

n 
S
tr

ea
m

M
ou

nt
ai

n 
S
tr

ea
m

条
4

採
水

・
測

定
日

時
20

00
/2

/2
2,

 1
4:

00
20

00
/2

/2
2,

 1
1:

30
20

00
/2

/2
6,

 1
3:

30
20

00
/3

/1
, 
11

:3
0

20
00

/3
/5

, 
12

:3
0

20
00

/3
/1

1,
 1

7:
15

20
00

/3
/1

7,
 1

4:
00

20
00

/3
/2

4 
14

:0
0

20
00

/3
/3

0 
16

:3
0

20
00

/2
/2

9 
 1

0:
00

件
5

天
候

晴
の

ち
曇

晴
晴

晴
晴

晴
晴

曇
の

ち
雨

曇
の

ち
雨

晴
の

ち
曇

6
気

温
32

.4
31

.0
33

.2
32

.1
30

.5
29

.5
30

.9
7

pH
 （

電
極

式
）

6.
5-

-9
.0

pH
7.

4
6.

3
7.

2
7.

3
8.

0
7.

2
8.

0
6.

0
8.

4
7.

9

原
pH

 （
薬

品
式

）
pH

7.
8

6.
5

7.
5

7.
5

8.
0

7.
0

8.
0

6.
5

9.
0

8.
0

8
酸

化
還

元
電

位
（

O
R

P
）

-
m

V
25

6
21

4
20

1
19

0
14

3
52

13
8

93
14

6
24

3

水
9

水
温

気
温

±
3℃

℃
27

.7
28

.5
31

.1
28

.7
29

.8
25

.9
28

.2
27

.3
28

.5
24

.9

10
電

気
伝

導
度

-
μ

s
19

34
7

58
9

57
2

12
01

87
0

29
2

51
4

12
9

24

水

11
ｱ

ﾙ
ｶ
ﾘ度

-
m

g/
L

28
12

0
20

0
21

5
47

0
20

0
10

0
30

17
5

36

(p
pm

)

質
12

濁
度

25
°

J
IS

> 
20

5
3

0
4

0
80

2
降

雨
後

  
15

5

降
雨

前
  
  
5

13
色

度
50

°
J
IS

> 
50

6
2

1
5

0.
5

40
2

降
雨

後
  
10

15

試
 降

雨
前

  
0.

5

14
ﾏ

ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

 (
M

n)
0.

5
m

g 
M

n/
L

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

(p
pm

)

験
15

鉄
 (

F
e)

1.
0

m
g 

F
e/

L
0.

4
< 

0.
2

< 
0.

2
< 

0.
2

< 
0.

2
< 

0.
2

0.
5

0.
4

< 
0.

2
< 

0.
2

(p
pm

)

16
ﾌ
ｯ素

ｲ
ｵ

ﾝ
 (

F
)

1.
5

m
g 

F
/L

0.
1

0.
2

0.
0

0.
0

0.
5

0.
0

0.
5

0.
0

0.
0

0.
1

結
(p

pm
)

17
ｱ

ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｱ

性
窒

素
-

m
g 

N
H

4+
/L

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

0.
2

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1

(N
H

4-
N

)
(p

pm
)

果
18

亜
硝

酸
性

窒
素

1.
0

m
gN

O
2-

/L
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02

(N
O

2-
N

)
(p

pm
)

19
硝

酸
性

窒
素

10
m

g 
N

O
3-

/L
1.

2
< 

1
< 

1
< 

1
< 

1
< 

1
< 

1
< 

1
< 

1
2.

0

(N
O

3-
N

)
(p

pm
)

20
C

O
D

-
m

g 
O

/L
6.

0
< 

5.
0

0.
0

0.
0

1.
0

1.
0

2.
0

5.
0

0.
0

5.
0

(p
pm

)

21
水

銀
 (

H
g)

0.
00

1
m

g/
L

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

22
砒

素
 (

A
S
)

0.
05

m
g/

L
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)

23
カ

ド
ミ

ウ
ム

 (
C

d)
0.

00
5

m
g/

L
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)

24
セ

レ
ン

 (
S
e)

0.
01

m
g/

L
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)

25
鉛

 (
P

b)
0.

05
m

g/
L

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

26
ク

ロ
ム

 (
C

r+
6
)

0.
05

m
g/

L
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)

27
シ

ア
ン

 (
C

n)
0.

1
m

g/
L

0.
00

12
0.

00
11

0.
00

12
(N

D
)

0.
00

12
0.

00
12

(N
D

)
(N

D
)

0.
00

11
(N

D
)

細
菌

28
大

腸
菌

群
M

P
N

 1
0-

10
0m

L
N

-m
L

5
48

以
下

5
1

1
(N

D
)

3
25

2
5

試
験

29
一

般
細

菌
-

N
-m

L
50

0～
1,

00
0

48
4

3
(N

D
)

(N
D

)
1

41
3

14

計
画

水
源

灌
漑

用
水

路
浅

井
戸

湧
水

洞
穴

水
深

井
戸

深
井

戸
河

川
湧

水
及

び
深

井
戸

渓
流

渓
流

計
画

処
理

方
式

急
速

ろ
過

法
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒
急

速
ろ

過
方

式
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒
塩

素
消

毒

(N
D

): 
検

出
せ

ず

資
料
5.
3 
 原

水
水
質
試
験
結
果
 （

1/
2）



項
目

N
o.

試
験

項
目

ｲ
ﾝ
ﾄﾞ

ﾈ
ｼ
ｱ

水
質

基
準

U
ni

t

水
道

水
（

清
浄

水
）

1
測

定
地

区
名

称
最

大
許

容
量

測
2

水
源

名
称

定
3

水
源

形
態

条
4

採
水

・
測

定
日

時

件
5

天
候

6
気

温

7
pH

 （
電

極
式

）
6.

5-
-9

.0
pH

原
pH

 （
薬

品
式

）
pH

8
酸

化
還

元
電

位
（

O
R

P
）

-
m

V

水
9

水
温

気
温

±
3℃

℃

10
電

気
伝

導
度

-
μ

s

水

11
ｱ

ﾙ
ｶ
ﾘ度

-
m

g/
L

(p
pm

)

質
12

濁
度

25
°

J
IS

13
色

度
50

°
J
IS

試

14
ﾏ

ﾝ
ｶ
ﾞﾝ

 (
M

n)
0.

5
m

g 
M

n/
L

(p
pm

)

験
15

鉄
 (

F
e)

1.
0

m
g 

F
e/

L

(p
pm

)

16
ﾌ
ｯ素

ｲ
ｵ

ﾝ
 (

F
)

1.
5

m
g 

F
/L

結
(p

pm
)

17
ｱ

ﾝ
ﾓ
ﾆ
ｱ

性
窒

素
-

m
g 

N
H

4+
/L

(N
H

4-
N

)
(p

pm
)

果
18

亜
硝

酸
性

窒
素

1.
0

m
gN

O
2-

/L

(N
O

2-
N

)
(p

pm
)

19
硝

酸
性

窒
素

10
m

g 
N

O
3-

/L

(N
O

3-
N

)
(p

pm
)

20
C

O
D

-
m

g 
O

/L

(p
pm

)

21
水

銀
 (

H
g)

0.
00

1
m

g/
L

22
砒

素
 (

A
S
)

0.
05

m
g/

L

23
カ

ド
ミ

ウ
ム

 (
C

d)
0.

00
5

m
g/

L

24
セ

レ
ン

 (
S
e)

0.
01

m
g/

L

25
鉛

 (
P

b)
0.

05
m

g/
L

26
ク

ロ
ム

 (
C

r+
6
)

0.
05

m
g/

L

27
シ

ア
ン

 (
C

n)
0.

1
m

g/
L

細
菌

28
大

腸
菌

群
M

P
N

 1
0-

10
0m

L
N

-m
L

試
験

29
一

般
細

菌
-

N
-m

L

計
画

水
源

計
画

処
理

方
式

(N
D

): 
検

出
せ

ず

N
o.

 1
1

N
o.

 1
2

N
o.

 1
3

N
o.

 1
4

N
o.

 1
5

N
o.

 1
6

N
o.

 1
7

N
o.

 1
8-

1
N

o.
 1

8-
2

N
o.

 1
9

T
om

pe
S
au

su
T
ag

ol
u

T
oi

li
D

um
og

a
P

in
ol

os
ia

n
W

or
i

K
om

bi
 (

1)
K
om

bi
 (

2)
T
al

aw
aa

n

S
ib

ad
o

S
au

su
 A

ta
s

T
om

as
e

S
in

gk
oy

o
Ib

ol
ia

n
N

un
uk

K
im

a
T
ul

ou
n

K
aw

is
T
um

bo
ho

n

S
pr

in
g

Ir
ri
ga

ti
on

 C
an

al
S
pr

in
g

R
iv

er
M

ou
nt

ai
n 

S
tr

ea
m

S
pr

in
g

R
iv

er
M

ou
nt

ai
n 

S
tr

ea
m

M
ou

nt
ai

n 
S
tr

ea
m

M
ou

nt
ai

n 
S
tr

ea
m

20
00

/3
/0

2 
 1

3:
00

20
00

/4
/4

 1
1:

10
20

00
/3

/0
9 

 1
1:

10
20

00
/3

/1
5 

 1
3:

10
20

00
/3

/2
3 

 1
0:

30
20

00
/3

/2
4 

 1
1:

00
20

00
/3

/3
0 

 1
1:

20
20

00
/4

/0
3 

 1
1:

00
20

00
/4

/0
3 

 1
2:

30
20

00
/3

/3
1 

 1
1:

45

晴
の

ち
曇

晴
曇

晴
曇

晴
晴

晴
曇

曇

33
.5

6.
7

7.
8

7.
7

8.
3

7.
5

7.
1

7.
6

8.
1

8.
1

7.
8

-
8.

0
7.

7
8.

5
7.

0
7.

0
7.

5
7.

5
7.

5
8.

0

18
8

13
2

17
0

16
1

17
8

16
4

14
6

14
5

13
3

14
4

28
.0

22
.5

25
.4

31
.0

27
.5

27
.1

27
.7

26
.1

25
.4

25
.8

83
21

3
11

3
37

6
37

0
68

78
22

11
0

35

62
40

11
3

11
8

21
98

52
30

32
38

< 
2

10
3

1
2

1
15

3
5

3

< 
0.

5
2

6
2

2
5

20
20

20
10

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

5
< 

0.
5

< 
0.

2
< 

0.
2

< 
0.

2
< 

0.
2

< 
0.

2
< 

0.
5

0.
5

< 
0.

2
< 

0.
2

< 
0.

2

0.
2

0.
0

0.
9

0.
1

1.
0

0.
5

1.
0

0.
0

0.
0

0.
0

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

1
< 

0.
1

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
0.

02
< 

0.
02

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

< 
1

2.
0

< 
1

3.
0

5.
0

3.
0

5.
0

5.
0

5.
0

5.
0

6.
0

5.
0

5.
0

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

0.
00

10
(N

D
)

0.
00

12
0.

00
12

(N
D

)
0.

00
10

(N
D

)
(N

D
)

(N
D

)
(N

D
)

9
8

(N
D

)
10

(N
D

)
15

20
10

10
20

10
6

4
2

30
50

0～
1,

00
0

40
30

50
0～

1,
00

0
25

湧
水

河
川

洞
穴

水
河

川
渓

流
湧

水
河

川
渓

流
渓

流
渓

流

塩
素

消
毒

急
速

ろ
過

方
式

塩
素

消
毒

急
速

ろ
過

方
式

塩
素

消
毒

塩
素

消
毒

急
速

ろ
過

方
式

塩
素

消
毒

塩
素

消
毒

塩
素

消
毒

資
料
5.
3 
 原

水
水
質
試
験
結
果
 （

2/
2）



 

 

資料資料資料資料 5.4  5.4  5.4  5.4  プロジェクトサイトの地形・地質プロジェクトサイトの地形・地質プロジェクトサイトの地形・地質プロジェクトサイトの地形・地質 

    

スラウェシ島は現在でも地殻運動が活発な地域であり、火山活動や地震が時折発生してい

る。地殻運動の中心となっているのは北スラウェシ海溝から南北に伸びた大断層（主要地

質構造線）であり、この断層は北スラウェシから南東スラウェシを縦断しスラウェシ島を

２分し、スラウェシ島全体を変形させている。 
 
スラウェシ島の基盤岩は中古生代の変成岩、第三紀の花崗岩、中世代の超塩基性岩、第三

紀～第四紀の火山岩であり、地域ごとに変化に富んでおり、これらの岩体がスラウェシ島

の山地部を構成している。またこれらの基盤岩を被って各種の堆積岩が山麓～海岸部に分

布している。とりわけ山麓部を形成する第三紀層や海岸部のサンゴ石灰岩層は多くの地域

に分布している。スラウェシ島の各州ごとに地質の枠組みを構成している代表的な岩体（基

盤岩）は以下のとおりである。 
 

スラウェシ州の基盤岩 
州 基盤岩 

南スラウェシ州 南部の山地部は第三紀の火山岩類で形成され、その周辺の丘陵部は第
三紀の堆積岩類（砂岩、泥岩、石灰岩等）で形成されている。 

南東スラウェシ州 大部分の地域で基盤岩は変成岩類からなる。 
中央スラウェシ州 州の東部半分には基盤岩として超塩基性の岩体が分布し、西部半分に

は変成岩類と花崗岩類が分布している。 
北スラウェシ州 ほぼ全域が火山岩類で構成されている。北端のメナド周辺には休火山

も存在し、火山地形が明瞭である。 
 
スラウェシ島の輪郭はアルファベットの K の文字に似た得意な形態をしており、海岸線の
延長に比べ面積は小さく、したがって個々の流域の面積も小さい。とりわけ北スラウェシ

州は細長い半島に位置し個々の流域面積は小さい。そのため河川からの流出量は小さくま

た降雨後の流出時間も短い。しかし豊富な年間降雨量と年間を通じて降雨に恵まれている

ため少流域でも枯れない河川が多い。また、スラウェシ島には地下水の優れた帯水層が各

所に存在している。例えば、海岸地帯の沖積平野、また石灰岩地帯や火山岩地帯は帯水層

として有望であるとともに、地殻運動が盛んなスラウェシ島に縦横に発達した断層は岩盤

内に有望な帯水層を形成している。この様な帯水層から湧出した豊富な地下水が河川に流

れ込むため、乾季においても枯れない河川が多い。    
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